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【表現形態】
論文及びプログラム

【研究目的】
　旅行の準備から現地への移動、現地での活動、帰宅、記録の整理まで、旅行に必要となる様々な情報行動を統合し、一本化することによって、時間を節約し本来の旅行そのものを有意義に費やせる時間を創造すること。

【研究概要】
　複数のサイトやアプリケーションを使い、宿泊の予約、交通機関の検索、飲食店の検索など複数の機能を使用するのは煩雑で非効率である。
　泊まりで旅行に行く場合、その日の宿を探す必要がある。また当日の天気が気になるので天気予報を検索する。次に旅行先まではどうやって行くか。車やバイクで行くのならルートを検索し、電車で移動をするなら交通機関の検索を使用する。現地では、地元の美味しい食事処で御飯が食べたいから飲食店を検索。
　以上のように、旅行全体では多くの情報行動が必要となる。
　これらの情報行動に多数のサイトで、頻繁な入力が必要となり、時間を要することが問題である。
　本研究では、複数の情報行動に求められる情報の種類と取得方法の現状を調査、分析し、作業に必要な環境を統合し、入力インターフェースを改善した上で、スマートフォン等の携帯端末を利用した現実方法を検討する。

【期待される効果】
· 検索時に行われる複数のプロセスを短縮し、旅行の時間を有意義に使うことができる。
· 気に入った場所や店の情報を友人と共有できる。
· 友人の気に入った場所や店の情報を共有できる。
· 地方の名店や絶景ポイントを他のユーザーの情報から手に入れることであまり知られていない場所や店も知ることができる。

【研究項目】
・現在使われているサイトやアプリケーションの現状と問題点を議論する。
・旅行に関わる行動を調査し分析する。
・本研究で実現する仕組みに必要な構成要素、機能を検討する。
・設計、実装
・実運用による評価
